
        

 

 

ホーム >> ニュース >> 2013-14 年度国際ロータリーのテーマが発表されました 

 

 

 

 5 月≪モーニングロータリー地域の子供と遊ぶ月間≫ 例会プログラム＝観桜会  

                     於：ロワジールホテル旭川 15Ｆ シャルム 

（5月 14日 1035 回例会の記録） 

開 会 宣 言 宮永 SAA 

 

只今より、1035 回例会を開催します。 

会長、点鐘をお願い致します！ 

 

 

会  長  挨  拶 小柳 会長 

皆様おはようございます 

風薫る五月、さわやかな今日この頃ですと言いたいところですが

お天気が悪いですね。今年は桜も早かったのですが台風の発生も

過去最も速いペースで発生したり、火山の噴火・地震と地球が大

きく変化している様に感じます。一昨日、新旧会長幹事会がござ

いました。いよいよ新年度のスタートが間近になり今年度のラス

トが近づいて参りました。一年前、顔見知りは数人の中で緊張し

ていたものです。時が経つのは早いものです。残り一か月半、気

を引き締めて嵯城幹事と最後までお役目を果たしたいと思いますので宜しくお願い致します。 

会長挨拶と致します。ありがとうございました。 

 

会 務 報 告 嵯城 幹事 

1）公益財団法人ロータリー米山記念奨学会より、ハイライトよねやま182  

収受。 

≪新旧会長幹事会議事録≫ 

1、ネパール地震被害義援金について 

一人千円×クラブ人数：例会時に徴収して各クラブが振り込む 

2、グランドホテルのメークアップ用紙の置き場所の変更 

 7 月から、二階を一階ウエディングに変更する 

 

大委員会活動報告  

≪ロータリー財団･米山委員会 河﨑高麗男委員長 

皆さんおはよう御座います。今年度の当委員会の活動報告ですが、委員会には米山奨学会の安井

裕子委員長と木村和哉委員、ロータリー財団には脇坂慎一委員長と竹村陽一委員の２つの委員会が

あり、◎１０月の米山月間では米山奨学会の運営と活動についての委員会スピーチで米山奨学会の

活動運営に理解を求め、皆さんに支援を求め協力を頂きました。 
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◎ロータリー財団委員会も 11 月のロータリー

財団月間でも委員会スピーチで皆さんに財団

の活動運営に協力を頂きました。お陰様で月間

中に財団寄付も皆様方に協力を頂きベネファ

クター・ＰＨＦ・認証ポイン活用でのＭＰＨＦ

など目標を達成して頂きました。だがモーニン

グロータリークラブとして全ての会員にＰＨ

Ｆ・ＰＨ準Ｆ100％の目標が御座います。新会員

の皆様にも今年度内にご協力をお願いいたし

ます。 

◎ロータリー財団としてクラブの国際奉仕委

員会事業へのＧＧＰ支援を計画させていただ

きました。お陰様で無事Ｄ3330 地区カンチャナ

ブリＲＣへのプロジェクト水の浄化装置（ウォ

ターサーバー）設置事業（日本円で約450万円）

カンチャナブリ県 13 か所の小中学校に設置、

現地を訪問して水・環境などの違いを目の辺り

にして、ロータリー財団事業が各学校生徒及び

周辺地域の住民に大きく貢献できる素晴らし

さを改めて感じてまいりました。 

日本は本当に素晴らしい国だと感じました。 

ロータリー財団は寄付を募る所だと思う方が

多いようですが、当クラブは 2005 年から財団 

 

個人寄付を最低 200＄を

と協力要請をして来てお

りますが、以前から当クラ

ブは平均 270＄以上の協

力を頂いていました。 

「世界で良い事をしよう」

標語の下この財団寄付金

は 3 年後には 50％が地区に還元され、その資

金を活用して各クラブは地域社会奉仕事業や

国際奉仕事業に活用することになるのです。 

旭川モーニング RC では数年毎に社会奉仕事業

や国際奉仕事業の取組を行い、この地区資金や

ロータリー財団資金を活用して行動している

事が、地区においても他クラブからも素晴らし

いクラブと評価されている所以ではないかと

思います。ロータリー財団は人道的プログラ

ム・人々の健康状態の改善、教育支援、貧困救

済に努め、世界理解、親善、平和を促進する活

動を行っています。 皆さまからのご寄付を、

世界中の人びとへの奉仕に役立てています。 

これからも益々財団にご理解を頂き、皆で社会

奉仕、国際奉仕事業に参加して活動して頂くこ

とをお願いして終わります。 

≪会員組織委員会 竹村陽子委員長≫ 

 小柳会長の MRC らしい輝きでロータリー活動を推進し、地域に貢献した 

いという思いの実現のために、課題のひとつとしてあげている会員増強は、

MRC の存続そして困窮している人々への奉仕活動の必須条件であります。 

両委員長よりの今年度にかける熱い気持ちをなるべく要約せずに、伝えたい

と思います。 

「武田会員増強委員長」より 

 今年度は、林・坂本・飯塚会員３名の方が入会し、創立時の 27 名となりま

した。当 RC の協調性・活動性・仲の良さが要因となって、例会場いっぱい

に熱気があふれていると思います。この源泉が会員増強に繋がっているのではと常に感じています。 

会員増強に特効薬はなく、クラブの楽しさ・良さを心にこめ、熱意を持って増強を進めていけば、

結果は自ずと付いて来ます。 次年度高見会長時は、30 名にしたいものですね。 

―それから全会員にお願いしたいこと。― 

登校拒否前に「火の用心活動」を、一声運動で例会出席を呼びかけてください、とのお願いです。 

「石川会員研修委員長」より 

 今年度の研修一回目は、11 月 20 日に夜間例会並びにオリエンテーションを開催、小野寺社会奉

仕委員長の社会奉仕実践活動、佐藤職業委員長による職業奉仕活動、井上委員長の社会奉仕活動と 



 

夫々が勉強して発表をいただきました。 

後期は 3 月にオリエンテーションを開催し、「ロータリーは、心の友をつくる。互いに理解を深め

ましょう」を合言葉に井上英夫氏の基調講演「豊かな人生にかけがいのないロータリー」や、米山

記念奨学生学友たちの｢心つないでロータリーへ｣の DVD 観賞をし、その後は、懇親を深める楽し

い夜の研修をいたしました。この一年間の皆様のご協力に感謝申しあげます。 

 

ニコニコＢＯＸ 木村 親睦委員  ※ 5 月 14 日現在 累計 372,690 円 

高見一典会員：本日、午後から田植えをスタートする予定です。 

笹川和廣会員：この度の雨は、農地には「コバン」が降ったように思えます。 

       ありがとうございます。 

 

メイクアップ 5 月 11 日 小野寺康充会員・友重正親会員（旭川南 RC） 
 

出 席 報 告 小野寺 例会運営委員 

 

今春は順調でもう田植えが始まります。 

林さんのイタリアの珍しいお造りの 

おいしいおみやげありがとうございます。 

 

伝 達 事 項 飛弾野会員より報告 

 

5 月 12 日に瑞宝単光章を頂くため皇居を訪問し、3メートル程の近い距離 

で天皇陛下を拝謁し、親しくお祝いのお言葉を頂きました。 

 皆さんのお蔭で楽しい思い出になりました。 有難うございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広報委員会：笹川和廣(長) 井上雄樹 佐藤克司 

第 1035 回(5 月 14 日)例会 

 総   員  27 名   

出   席  24 名   

 出 席 率  88.89％   
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久方ぶりの雨で生き返った新緑樹 
イタリアからのおみやげ：林 会員 

アメリカからのおみやげ：石川会員 


